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第12回専攻科修了証書授与式・

第51回卒業証書授与式　告辞

　　　　　　　　福島工業高等専門学校 校長 中 村 隆 行

　修了生・卒業生諸君、修

了・卒業おめでとうござい

ます。

　本日、ここに、多数のご

来賓と、修了生・卒業生の

保護者の皆様のご臨席を

いただき、第12回専攻科修

了証書授与式並びに第51

回卒業証書授与式を実施

出来ますことは、教職員一

同、誠に慶びとするところ

であります。ご多用の中、御出席いただきました、御来

賓の皆様、並びに保護者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　本日、本校を巣立つのは、専攻科の、産業技術システ

ム工学専攻35名、及びビジネスコミュニケーション学専

攻９名の専攻科修了生計44名、その内、復興人材育成特

別コース修了者12名、並びに、本科生として、機械工学

科41名、電気工学科40名、物質工学科44名、建設環境工

学科44名、コミュニケーション情報学科35名の計204名

です。

　修了生・卒業生の諸君、諸君が本日ここに晴れて卒業

式を迎えることができるのは、これまで、日々、勉学に

励み、精進を重ねてきた結果です。諸君のこれまでの努

力に敬意とお祝いの気持ちを表したいと思います。また、

本日、諸君が晴れてこの卒業の日を迎えることが出来る

のは、ご家族の愛情と援助、教職員の熱心な指導のお陰

であります。諸君を育んでくれたすべての方に、感謝の

気持ちを持っていただきたいと思います。

　修了生・卒業生の保護者・御家族の皆様には、本日、

御卒業のお子様を、このように立派に育て上げられまし

たことに、敬意を表しますとともに、心からお祝いを申

し上げます。誠におめでとうございます。

　さて、本日、福島高専を巣立つ諸君に対して、私は、

次の三つの観点について、その重要性を説明したいと思

います。

　一つ目は、「持続可能な開発が可能な社会を構築する」

ということです。英語では、サステイナブル・ディベロッ

プメントと言います。将来の世代のニーズを満たしつ

つ、現在の世代のニーズを満足させる節度のある開発が

重要であるという概念です。わかりやすく言うと、子や

孫の代につけを残さない開発ということもできると思い

ます。この概念は、二十年ほど前に、国連で提唱された

もので、これまで、国連が中心となって進められてきた

ものです。一昨年には、2030年までに達成すべき十七の

目標が国連により取り纏められました。具体的には、貧

困や飢餓の撲滅、健康や福祉、生涯学習の促進、気候変

動への対策、再生可能エネルギーの導入などの具体的な

目標が掲げられています。

　これらの目標の中には、一国だけではなくて、人類全

体について、子や孫の世代を含めて、豊かに、かつ幸せ

に暮らしていける方策が設定されていると思います。私

は、このサステイナブル・ディベロップメントという概

念は、世界が注目する福島浜通りの復興を目指す私たち

にとって、とても重要な指針だと思っています。こういっ

た考え方に基づき、福島高専は、昨年、文部科学省など

が実施する「サステイナブルスクール」事業に応募し認

定されました。今後、これに関連する活動を、福島高専

第12回専攻科修了証書授与式・
第51回卒業証書授与式
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は、率先して実行していきたいと考えています。

　二つ目は、諸君には、これまで何度も言ってきており

ますが、「世界に活躍する」ということです。グローバ

ル化が進んで世界が小さくなり、様々なことが日本だけ

では完結しない時代になってきています。また、ヨーロッ

パの移民問題、アメリカ合衆国などの政治状況を見ても

わかるとおり、世界の国々の関係にも変化が見られてき

ています。諸君の様に、これからの日本を背負う若者は、

世界の人たちと情報交換をし、あるいは様々な国際的な

場で、しっかりと意見を伝えることが出来るなど、「世

界に活躍する」という観点が、ますます要請されてくる

と思います。卒業後も、英語の学習を怠ることなく、自

ら世界の様々な情報を取ると同時に、世界に対して情報

発信するなど、世界を視野に入れて、自らの向上・発展

に努めてほしいと思います。

　最後の三つ目は、やはり「いわきから」という視点です。

これは、「福島から」と言い直すことも出来ると思います。

東日本大震災から、六年が経過しました。しかしながら、

福島は、福島第一原子力発電所の事故の影響があり、震

災復興はまだその途上にあります。福島から離れる諸君

も多いかと思いますが、原子力発電所の廃炉には、今後、

数十年かかると言われており、修了生・卒業生の母校と

なる福島高専は、昨年十二月に実施した「廃炉創造ロボ

コン」や、廃炉・環境回復に関する研究開発など、原子

力安全の課題に対して、今後とも取り組み続け、地域の

復興に貢献しているということを忘れないでいただきた

いと思います。

　

　本日までに、修了生・卒業生諸君が、本校で身につけ

た充分な基礎力と、それに基づく創造性と実践性、そし

て、寮やクラブ活動などで培った人間力は、これからの

福島や日本を考え、諸君の夢を実現するために充分なも

のと信じています。さらに、継続的な努力と目標を成し

遂げようとする意志が加われば、これからの人生におい

て、諸君が直面する様々な困難に打ち勝ち、また、様々

な試練も克服出来るはずです。

　自らに自信を持って、健康に留意し、自らの夢を実現

してほしいと思います。諸君の力で、すばらしい人類の

未来、日本の未来、地域の未来を築いて下さい。

　最後に、諸君のこれからの人生が、幸多いものである

ことを祈念して告辞と致します。

　



4　学校だよりvol.102

　みなさん、ご卒業おめでとうございます。私が

担任をするのは、みなさんのクラスが最初で最後

になります。これまで担任の経験もなかったので、

みなさんの担任として、この３年間よい指導がで

きていなかっただろうと反省しています。

　しかし、一方では、私自身の学生時代をふりか

えると、担任の指導をほとんどあてにしていませ

んでした。必要な情報は、担任以外からでも入っ

てくるので、幼稚園から高校までずっと担任はい

ない方が良いくらいに思っていました。大学時代

も名目上の担任の先生はいたのですが、何を指導

していただいたのか全く記憶にありません。だか

ら、私が良くない担任であったとしても、間に合っ

ていたのではないかと考えています。

　担任とは何なのか？なくても良いのでは？と

いった議論は、教育論としても難しい課題ではな

いでしょうか。しかし、この担任不要論者の私が、

みなさんのクラスの担任をすることになったのは

皮肉な話ですが、良い担任ではないにしても、私

がこの３年間担任業務を遂行するためにたいへん

苦労したことは事実です。日常の連絡業務、学年

学科行事の引率、就活や進学のための面談、推薦

書作成など、多くの時間を費やして苦しんでいま

した。

　しかし、卒業していくみなさんの今後の躍進の

ための一つの踏み台くらいにはなったかと思え

ば、このような苦労はたいしたものではなく忘れ

去られて良いものでしょう。これからのみなさん

のご活躍をお祈り申し上げます。

担任とは何なのか？
機械工学科　５年担任　寺田　耕輔

機械工学科
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機械工学科 Department of Mechanical Engineering
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　福島高専で過ごした学生生活も間もなく終わ

り、４月からはそれぞれの場所で別々の生活が始

まります。この人生の節目に、皆さんはどのよう

な気持ちで毎日を過ごしているのでしょうか。

　皆さんの高専生活は、私の授業からスタートし

たということを覚えていますか。静かな教室。張

り詰めた空気。ピンと伸びた背筋。緊張した顔。

机の上の教科書。私は今でもはっきり思い出せま

す。皆さんは今、あの時に思い描いた未来を過ご

していますか。それぞれの高専生活で得たたくさ

んの経験は、皆さんをどのくらい成長させてくれ

ましたか。

　これから皆さんは、新しい出会いの中で、入学

当初のあの時と同じように、不安と緊張の日々を

スタートさせることでしょう。まずはすべてを学

び成長してやるという意気込みで、社会人として

の揺るぎない基礎を固めてください。しっかりし

た基礎があれば、その上に自分なりの工夫やチャ

レンジを積み重ねることができるようになりま

す。進学する人たちも同様です。流行りのアクティ

ブラーニングという言葉を使うまでもなく、すべ

ての「学び」は主体的なものだと思います。

　３年前、担任としてはじめて受け持ったクラス

が、今まさに卒業しようとしています。皆さんの

これまでの成長は皆さん自身の努力もあります

が、学校やご家庭などで支えてくださった方々の

おかげでもあります。周囲への感謝を忘れず、地

道に、そして誠実にそれぞれの人生を歩いていっ

てください。

新たな一歩を踏み出す皆さんへ
電気工学科　５年担任　植　　英規

電気工学科
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電気工学科 Department of Electrical Engineering
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　ご卒業おめでとうございます。

　早いもので、私が皆さんの担任となって２年が、

１年の化学を担当してから５年が経とうとしてい

ます。この５年でめきめき力を伸ばした人、変わ

らず明るい人、すっかり肝が据わった人、苦労し

ながらここまでたどり着いた人、寄り道し過ぎた

人、いろいろな人がいますが、みんなそれぞれ成

長し、この時を迎えているものと思います。

　４年生の担任を受け持つ際に、目標を一つ立て

ました。それは、クラスやクラスの皆さんに何か

悪いところ、直すべきところを見つけたとしても、

できる限り怒らずに、怒鳴らずに、ひとりひとり

の顔を見て諭し、正していこう、ということでし

た。しかし実際に担任を受け持つと、目標は見事

に崩れ、皆さんを大きな声をあげながら怒って追

い回し、揚句に愚痴ばかり吐いている担任になっ

てしまいました。皆さんはどうかわたしを反面教

師にして、問題に直面したときも忙しいときも、

落ち着いて行動できる、心に余裕を持った大人に

なってください。

　最後に。東日本大震災の年に中学３年生になっ

た皆さんが、震災の影響が残る中で工学の道を目

指したこと、その道を信じて高専で５年間学び続

けたことは素晴らしいことだと思います。是非誇

りに思って、自信を持って、これからの自分の道

を進んでください。

　楽しい２年間をありがとうございました。

　では、お元気で。

ありがとう、お元気で。
物質工学科　５年担任　羽切　正英

物質工学科
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物質工学科 Department of Chemistry and Biochemistry
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　高専生という10代後半を過ごしたひとつの時が

今、終わろうとしています。

　自分の年齢を３で割って、その数字を時計に当

てはめてください。みんなは大人になったばかり

の人生の朝を迎えています。どんな目覚めでしょ

うか。睡眠は十分でしょうか。朝ごはんはしっか

り食べたでしょうか。これから1日が始まります。

　人が持っているバックグラウンドは様々で十人

十色です。でも、唯一平等なのは時間です。どん

な過ごし方をしても、1日24時間、365日の月日が

過ぎて、今日という今を迎えています。時は金な

りという言葉がありますが、お金よりも時間の方

が貴重です。お金は使わなければ減ることはあり

ませんが、時間は何をしなくても減っていきます。

足りなくなった時間をお金で買うこともできませ

ん。人が生きていくということは減っていく時間

を使うということです。人生の時間の中で午前中

の過ごし方次第で午後の人生も変わってくるで

しょう。かといって、ずっと休みなく人は走り続

けることはできません。休んだり、遊んだり、寄

り道したり、時間を味わって使ってください。

　誰もが思っている「幸せに生きること」は時間

をどう使うかだと思います。この先の人生の中で

忙しい、時間がないことを言い訳にすることな

く、自分で自分の人生を決めて生きていってくだ

さい。

　さぁそれぞれの道へ。

　いってらっしゃい！

人生の時間
建設環境工学科　５年担任　菊地　卓郎

建設環境工学科
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建設環境工学科 Department of Civil Engineering
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コミュニケーション情報学科

　５コミの皆さん。卒業おめでとう！この３年間、

僕が皆さんから教わったことは本当にたくさんあ

るのに、僕が皆さんにお伝え出来たことはあまり

に少なかったように思います。その未熟さを心苦

しく思うと同時に、心から皆さんに感謝しています。

　この原稿を依頼されたとき、卒業にあたって皆

さんにどのような言葉を贈るべきか考えました。

たくさんの言葉を考え、悩みましたが、やはり僕

が人生で一番大切だと思うことを、贈る言葉とし

たいと思います。それは、「誠実に、一生懸命生

きる」ということです。

　人間は死すべき存在です。先人たちの語るとこ

ろによると、栄耀栄華を極めても、人がうらやむ

ような名声や富を手に入れても、それが死の不安

や苦しみをやわらげてくれるということは、どう

やらないようです。してみると、人生の価値を決

めるのは、結局のところ死を迎えるときに、自分

がその人生を自分自身に誇れるかどうかではない

かと思うのです。

　だからどうか、かっこいいものや目立つ成果を

追い求めるのではなく、ひたすら誠実に、皆さん

と皆さんの周囲の人たちを大切にして、一生懸命

に生きて欲しいと思います。

　また皆さんと会える日を楽しみにしています。

５コミの皆さんへ贈る言葉
コミュニケーション情報学科　５年担任　田渕　義英
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コミュニケーション情報学科 Department of Communication and Information Science
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産業技術システム工学専攻

生 産・情 報
シ ス テ ム
工 学 コ ー ス

　ご卒業おめでとうございます。さて、これから社会

人あるいは大学院生としてご活動されるみなさんへ贈

る言葉について考え、想いをめぐらせました。在学中

のみなさんと私とがいっしょに過ごした時間は、短い

ものでしたが、学生時代の出来事は、一生記憶に残る

印象深いものです。それにふさわしい言葉として、『“も

の凄い時代”がやってくる！』と題しました。

　昨今のAI（人工知能）とロボットに関する研究開発

の進歩は著しく、ＡI/ロボットによって絵画や小説を

創作することも可能であり、企業の経営判断や新商品

企画もＡIの利用が可能になってきています。囲碁の

ような複雑なゲームでも、世界トッププロがＡIに負

け越しています。莫大な情報の学習と自己研鑽によっ

て開発されたＡI/ロボットは、多種多様な人間の作業

を、これからはどんどんとってかわっていくに違いあ

りません。

　現実に、ある企業では１工場だけで数万人の従業員

をＡI/ロボットに置き換えたというニュースも話題に

なっています。このような大改革がいたるところで起

きてくると、私たちの今の社会体制はすっかり大変貌

していくでしょう。過去の常識はまったく通用しない、

“もの凄い時代”がもうすぐやってくるのです！

　これから社会に出ていくみなさんは、このような“も

の凄い時代”をどう生きていくかについて、いろいろ

想定し作戦をたて準備しておかないといけません。こ

れからのみなさんのご活躍をお祈り申し上げます。

　福島高専生としての７年間が終わりを迎えたいま、

たくさんの思い出がよみがえってきます。

　本科低学年の時は、中学校の勉強とは比べものにな

らない程難しい勉強についていくのが大変でした。し

かし、友人と共に助け合いながら知識を身に着け、進

級することができました。いま、私が専攻科修了を迎

えられるのは友人との助け合いがあったからであるよ

うに感じます。もし、勉強で躓いたときにやさしく教

えてくれるような友人がいなければ、専攻科修了どこ

ろか本科卒業すらできなかったのではないかと思えま

す。決して勉強が得意ではない私に勉強を教えてくれ

た友人たちにはとても感謝しています。正直なところ、

本科に入学して間もない頃は福島高専に入学したこと

を後悔していましたが、学年が進むにつれて工学の楽

しさや周りの友人の大切さを感じ、福島高専に入学し

てよかったと思えるようになりました。専攻科では、

研究中心の生活となったため自ら計画を立てて打ち込

まなければならなくなり大変でしたが、社会人になる

ために必要な能力を身に着けることができたように思

います。

　素晴らしい友人や熱心な指導をして下さる先生や技

術職員の方々に支えられ、いま専攻科修了を迎えられ

ることを嬉しく思います。今後は社会人になり高専生

活とは異なる環境で生きることになりますが、高専で

学んだことを忘れずに友人を大切にして頑張りたいと

思います。本当にありがとうございました。

生産・情報システム工学コース

　コース長　寺田　耕輔
生産・情報システム工学コース

２年　吉永　啓汰

“もの凄い時代”がやってくる！ 友人への感謝



福島工業高等専門学校　15

産業技術システム工学専攻

エ ネ ル ギ ー
シ ス テ ム
工 学 コ ー ス

　専攻科修了おめでとうございます。工学系が４コース

制になって、初めての修了生となりました。

　高専入学から７年という長い年月を経て、記念すべき

年に、みなさんは社会に今羽ばたこうとしています。輝

かしい未来が待ち受けていますが、社会では順調にいく

事ばかりとは限りません。時には大きな困難が待ち受け

ていることもあります。持ち前の粘り強さと高専で修得

した技術や知識を活かし、困難を乗り越えてください。

　さて、専攻科での学生生活は、有意義なものだったで

しょうか。少人数での学習や実習、出身学科を越えたプ

ロジェクトへの取り組み、長期インターンシップ、研究

活動やディスカッションなどを通し、優れた能力にさら

に磨きがかかったものと思います。また、学生間の絆も

コースや専攻を越えて、より強固になったものと確信し

ております。 

　健康に留意して、本科と専攻科で培われた能力を十分

に生かし、社会で活躍して行くことを期待しております。

　修了を間近に控えた今では、福島高専に入学した

ことが少し前のことのように、そして専攻科に入学

したことはつい最近のことのように思え、時の早さ

を感じています。

　専攻科生活で特に印象に残った出来事は外部での

研究発表です。私は研究の外部発表でドイツに行き

ました。もちろん海外に行くことに不安はありまし

たが、このような経験はこの先そう多くはないと思

い、ドイツでの研究発表を行いました。言葉の壁や、

慣れない海外の生活には苦労しましたが、研究発表

を通して各国特有の「価値観」や「感覚」による研

究や技術開発というものを知りました。学生のうち

に海外で研究発表を行ったことで、工学研究に対す

る広い視野を獲得し、自分を成長させる大きなきっ

かけになったと思います。

　また、共に専攻科修了を迎えた仲間たちとは、学

校という括りでは最も長い７年間を共に過ごしてき

ました。時には意見をぶつけ合い、時には協力し合

い、互いを認め合いながら日々を過ごす中で絆を深

めたと思っています。

　福島高専生活で様々な経験をしてきました。進学

先でも福島高専で得た経験を生かして頑張っていき

たいと思います。最後になりますが、電気工学科か

ら長い間指導してくださった先生方、共に過ごした

友人たちおよび陰ながらに支えてくれた家族に感謝

の意を表します。本当にありがとうございました。

エネルギーシステム工学コース

コース長　伊藤　　淳
エネルギーシステム工学コース

２年　金丸　允駿

修了するみなさんへ 卒業に当たっての思い出



16　学校だよりvol.102

　贈ることばを書く番が毎年めぐり、いつも思うこと

は、わたしなどに皆さんに贈れるほどのことは書けな

いということです。皆さんはちょうどわたしが福島工

業高等専門学校へ幸運なことに千載一遇で採用してい

ただいたときに入学されたので、いわば同期生である

ということもあり、その想いも今年はさらにひとしお

です。からっけつな頭にこびりついた、ちょうど皆さ

んの年頃だったときのことを頭をかきかき思いだしな

がら悩んでいます。ほんとうにろくなことが頭に残っ

ていないことを情なく痛感します。さて困りました。

　ついついしょっちゅう使ってしまうことばに、やる

気、というものがあります。「ホントにやる気あんの

か？」などという使われかたをすることばです。「や

る気」ほど、数学でならった０- １関数（Heaviside

関数）を理解するのによい例はないように思います。

やる気がないとほんとうにゼロです。なぜかやる気を

だせば、なにかは手応えが残ります。ところが、もっ

とおそろしいことがあります。その０or １ぶりは当

人よりも周りで目の端で見ている人たちのほうがよく

わかっています。その意味では「やる気あるのか？」

という質問はすでに意味を為していませんね！これほ

どグサリとくる警句はありません。「頭の恐ろしさで

はない　心臓の恐ろしさ」です（漱石『行人』）。

　ちょっとだけ人生振り返ると、誰か自分以外の人の

「やる気」に遭遇できる機会は意外と少ないものだと

思います。しかしやはりそれではいけないのですね。

一定時間自分が生きていて、それが必然的に誰かに見

られてしまっているのだから。なんだか理由は知らな

いけれど、やる気があるね、という人でいたいもので

す。そんなことしか思いつかない自分がつくづく情な

いのだけれど。そして学校というものは、けっしてそ

の方法を教えられないのだけれど。できるだけ０のと

きが少ない０- １関数でいたいなと思いますし、皆さ

んにこの先会ったときに、皆さんがそんな人であって

くれたら愉しいなと思います。

　人生の三分の一近くを福島高専という場所で過ごし

てきましたが、それももう終わろうとしています。思

い返してみると、入学したときクラスに友達が一人も

いなかった私にも、高専で過ごすうちに多くの友人が

でき、思い出が生まれました。休み時間、休日、震災

で不安な時、いつでもくだらないことで笑い、時に鍋

を囲んだのはどれも大切な思い出です。学業の面でも、

テストの度に分からないことを教えてもらい多くの場

面で支えられてきました。私が無事卒業できるのは友

人達のおかげだと感じています。

　本科卒業後の専攻科では、一層踏み込んだ経験を得

ることができました。一年生時のインターンシップで

はフランスに留学するという貴重な経験を積むことが

できました。知らない土地で不安もありましたが、高

専からの友人や現地の人に恵まれ楽しく過ごすことが

出来ました。日本では味わえない文化と共に、国境を

越えた人の温かみに触れたことは人生の大きな糧にな

りました。

　研究面でも、学会に参加するという貴重な経験をす

ることができました。糖質を扱う一つの分野でも、様々

な種類の研究があり感心することばかりでした。仙台

で行われた東北高専が集まるシンポジウムでは、多分

野にわたる多くの研究を知ることが出来ました。また、

発表者の中から、最優秀賞を頂けたことは大きな研究

の励みとなっています。

　このような経験を積み成長できたのは、先生方や友

人達のおかげです。また家族に支えられていたからこ

そだと思います。皆さん本当にありがとうございまし

た。

化学・バイオ工学コース

コース長　車田　研一
化学・バイオ工学コース

２年　小野田　崇司

やる気のある人 鍋とユーロと研究と

産業技術システム工学専攻

化学・バイオ
工 学 コ ー ス
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産業技術システム工学専攻

社 会 環 境
シ ス テ ム
工 学 コ ー ス

　みなさん、専攻科修了おめでとう。よい思い出はたく

さんできたでしょうか。

　「本科で学んだ専門科目について、さらに高度な専門

技術として身に着けたい…」、「これまでと変わらない環

境の中で、勉学に研究に打ち込みたい…」などなど、み

なさんが専攻科を目指した際に、その志望動機として述

べていたことです。修了にあたり、今一度、この志望動

機、専攻科を目指した際の目標を思い起こし、少しでも

それに近づくことができたかどうか、自己点検してほし

いと思います。

　あのときは、必死でした。進路を決めたい、専攻科に

合格したいと一生懸命勉強をして、面接練習も繰り返し

ました。その上で、晴れて今日の日を迎えることができ

ましたが、これまでは決して順調ではなかったと思いま

す。授業では目の前の課題に取り組むことでいっぱい、

研究室では実験や調査がうまくいかなかったり、後輩の

指導もあるため自分のことだけを考えていることができ

なかったり…、帰宅してもやることがあり…と、頭の中

ではわかっていても、やるべきことを後回しになってし

まって…という反省もあるはずです。

　このようなことは、舞台が高専から職場や大学院に変

わるだけで、きっとこの先も続きます。そのようななか

にあっても、自身の夢や目標を見失わずに、一生懸命に

努力してほしいです。本科の担任から足かけ５年みてき

たみなさんであるからこそ、ぜひ聞かせてくれた夢や

目標にむかって、大きく羽ばたいていってほしいです。

それを見続けることを楽しみに、私も夢にむかって全力

投球を続けていきます。

　卒業を目前として、この道を通って学校に向かう

のもあと少しだな、と通学時に寂しさを感じ始めま

した。普段は何も感じなかった道も、景色も、今は

とても愛おしく思えるのです。今から７年前、福島

高専に入学しました。そのころは１日がとても長く

感じましたが、専攻科の２年間は一瞬に過ぎ、もう

卒業です。７年間、楽しかったこと、その反対に辛

かったこと、失敗したこと、たくさんありました。

色々な感情にいる私でしたが、いつも周りのみんな

に支えられ、助けられ、みんなには感謝しきれませ

ん。私は、最後の最後に大きな壁にぶつかりました。

それは辛く苦しいものでしたが、乗り越えたあとに

は喜びと達成感が待っていました。逃げずに正面か

ら真剣に向き合った結果、そこには大きく成長した

自分がいました。「人生は自分が作るものであり、

自分が行動しなければ何も始まらない。行動すれば、

する分だけ成長できる。」そのことを最後に強く知

ることができました。

　終わりになりますが、未熟な私にいつも助言をく

ださった先生方、たくさんの手を差し伸べてくれた

友人、頼れる後輩、そしてこんな素敵な学校に通わ

せわせてくれた両親に心から感謝しています。多く

の人との巡り合わせ、出会いを心から幸せに思うと

同時に、福島高専で学べたこと、過ごした日々を誇

りに思います。あの時、福島高専に入学する道を、

そして専攻科に進学する道を選んで本当によかった

です。ありがとうございました。　

社会環境システム工学コース

コース長　齊藤　充弘
社会環境システム工学コース

２年　近藤　絢乃

夢にむかって全力投球 感謝
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　専攻科ご修了おめでとうございます。

　本科を卒業してから早くも２年がたちましたが、授

業、インターンシップ、就職活動と充実した時間を過

ごされたのではないかと思います。このたび修了され

るみなさんは、在学中に東日本大震災に被災し、大変

な状況の中で苦労して勉学に励んでこられました。そ

の脳裏には学校生活での各種行事を通して経験した楽

しかったことや苦労したこと、これまでに出会った人

達とのやりとりなどのひとつひとつのできごとが懐か

しく思い出されているのではないでしょうか。

　2016年は激動の一年でした。イギリスのEU離脱の国

民投票やアメリカの大統領選挙など、直前までの予想

がまったく当てにならない事態が立て続けに起きまし

た。今後も先の読めない時代が続くと考えられます。

福島高専の教員はみな面倒見がよく、困ったときには

親身に相談にのってくれたと思います。今後は、困難

に直面しても周囲に頼る人がいないことがあるかもし

れません。どんなときでも高専および専攻科で身につ

けた知識や経験を武器に、困難に負けずにそれぞれの

持ち味を存分に発揮して乗り越えて行ってもらいたい

と願っています。

　４月からは社会人としての新しい生活が始まりま

す。専攻科を卒業したみなさんは、どこに行っても通

用するような力が身についていると信じています。卒

業後の進路は異なりますがこれからも研鑽を続けて、

それぞれの分野で活躍していくことを期待していま

す。

　コミュニケーション情報学科を4年次編入し、専攻

科卒業まで早くも4年が経とうとしています。本科で

も専攻科でも素晴らしい４年間でした。

　本科では、編入学ということもあり、うまくやって

いけるか多少の不安がありましたが、クラスのみんな

が温かく迎えてくれました。勉強や研究などをする中

で、助け合い、みんなと過ごせたことは良い思い出と

なっています。

　専攻科では、９人になってからも、充実した時間を

過ごすことができました。クリスマスパーティーや書

初め、ピクニックやバーベキューなど、みんなといろ

いろなイベントを行い、楽しく過ごしました。また、

研究や就活などの苦労を共にして、乗り越えて、大切

な友情を築くことができました。

　総じて、落ち着いた雰囲気の中で、勉強することが

できました。素晴らしい仲間や先生方と過ごす時間の

中で人間的にも成長できたと思います。以前よりも明

るくなったと思いますし、いろいろな考え方を吸収で

きたとも思います。また、続けていれば必ずいつか結

果が出てくるということも学ぶことができました。

　最後になりますが、共に過ごしてきた仲間と、お世

話になった先生方、支えてくれた家族に感謝していま

す。これから、高専を離れますが、高専で得てきたも

の糧にして、立派な社会人となれるように励みたいと

思います。

ビジネスコミュニケーション学コース

コース長・専攻長　湯川　　崇
ビジネスコミュニケーション学コース

２年　神尾　　真

激動の時代への船出に向けて 高専で過ごして

ビジネスコミュニケーション学専攻

ビ ジ ネ ス
コミュニケーション学
コ ー ス



　平成28年度の本科５年生，専攻科２年生の進路

決定状況は，下表の通りです。その傾向は近年変

わらず，本科５年生では就職と進学の割合がおよ

そ半々となっており，今年度も３月末までには，

ほぼ全員の進路先が決定する見込みです。

　この２年間，キャリア教育担当責任者として多

くの企業や大学・大学院の担当者と面会し，その

都度「希望者や興味がある学生がいる場合には，

ぜひ，ご推薦を・・・」ということを言われてき

ました。売り手市場の就職戦線や少子化に伴う学

生獲得競争などが背景にあることもありますが，

一番の理由は，高専の学生の評価が高いことにあ

ります。基礎的，専門的な学力があることはもち

ろんのこと，その応用力や展開力，周囲の人々と

の協調性やコミュニケ―ション力の高さなど，仕

事や研究に取り組む上での資質が非常に高いこと

が評価されています。何より，まじめで素直な性

格は，どこに行っても受け入れられ，高く評価さ

れています。やはり，２年にわたり合同説明会や

指導講習会を開催したり，外部の会場に引率した

りしましたが，その度に，日頃の学内における観

察を通してだけではわからない，それぞれの学生

のもつ能力や潜在力の高さに驚き，感銘を受けま

した。私事になりますが，着任当初に先輩教員よ

り，「この学校は，素直でまじめな学生により，もっ

ているんだよ。」と言われた言葉を思い出し，身

にしみて感じております。学生の高い評価にあぐ

らをかくことなく，さらにその資質・能力を高め

ていくことができるように，教職員の資質もレベ

ルアップさせ，学校としてのシステムを向上させ

ていかなくてはならないと思います。学生の姿・

行動より，そう強く感じさせられたキャリア教育

支援室として，引き続き学生の活動が順調に進む

ように祈念し，支援していきます。

平成28年度　卒業生・修了生の進路状況と高専の学生の評価
男女共同参画・キャリア教育支援室 キャリア教育責任者　齊藤　充弘

本 科 生 の 進 路（平成29年３月卒業）
（　）は女子学生

区　　分 機械工学科 電気工学科 物質工学科 建設環境工学科 コミ情学科 計

卒 業 者 数 41 40( 3) 44(17) 44(19) 35(25) 204(64)

進 学 者 数 18 17( 2) 21( 6) 25(10) 19(15) 100(33)

就 職 者 数 19 22( 1) 22(11) 17( 9) 14( 8) 94(29)

そ の 他 4 1 1 2  2( 2) 10( 2)

専 攻 科 生 の 進 路（平成29年３月修了）
（　）は女子学生

区　　分 産 業 技 術 シ ス テ ム 工 学 専 攻 ビジネスコミュニケーション学専攻 計

卒 業 者 数 35( 8) 9( 7) 44(15)

進 学 者 数 14( 5) 0( 0) 14( 5)

就 職 者 数 21( 3) 8( 7) 29(10)

そ の 他  0( 0) 1 1
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　今年度の学生会を運営するにあたり、「循環型

学生会」という目標をかかげました。内容は学校

と学生間の仲介役を担い、学校運営がうまく循環

するようにというものでした。

　一年間の活動を振り返ってみると、学生会とし

て学校運営の循環に微力ながら関わることができ

たと思います。特に学生会と学生間の関係として

は、積極的に評議会を開催し、学生会運営の理解

を図ることで学生からの反感を抑制し、運営しや

すい環境を整えることができたと思います。また、

大きなイベントとしては、東北地区高専の学生会

役員が集うリーダー交流会の主幹校として企画・

運営し有意義な会を開催することができました。

　会長として一年間の任期はとても短いものでし

たが、納得のいく学生会運営ができたと思います。

心残りは多少ありますが、来年度の頼もしい学生

会役員たちに託したいと思います。来年度学生会

の輝かしい活躍を期待し、会長からの挨拶とさせ

ていただきます。

一年間の学生会活動を振り返って
学生会長　建設環境工学科　４年　星　　達也

学　生　会

役　職 学　年　学　科 氏　名

学 生 会 長 建 設 環 境 工 学 科 ３ 年 遊佐　和貫

副 会 長 機 械 工 学 科 ３ 年 小林　由佳

書 　 記 電 気 工 学 科 ２ 年 團野　美月

〃 機 械 工 学 科 １ 年 阿部慎太郎

　 〃 　 　 ビジネスコミュニケーション学科１年 満山ひかる

会 　 計 コミュニケーション情報学科２年 福田くるみ

〃 機 械 工 学 科 １ 年 鈴木　海渡

〃 ビジネスコミュニケーション学科１年 志賀　匠真

会 計 監 査 物 質 工 学 科 ４ 年 髙橋　昂太

〃 物 質 工 学 科 ３ 年 管家　拓巳

〃 機 械 工 学 科 １ 年 松本安基良

運動部 部　長 建 設 環 境 工 学 科 ３ 年 乙山　翔太

　〃　 副部長 電 気 工 学 科 ２ 年 小島　尚樹

文化部 部　長 コミュニケーション情報学科３年 磯上　花音

　〃　 副部長 コミュニケーション情報学科３年 大江　志歩

研究部 部　長 機 械 工 学 科 ３ 年 塙　　哲平

　〃　 副部長 機 械 工 学 科 ２ 年 国井　陽気

平成29年度学生会執行部役員選挙結果
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学生主事補　松江　俊一

平成28年度磐陽祭開催報告
磐陽祭実行委員長　機械工学科４年　鈴木　聖也

磐陽祭を終えて

　今年度の「磐陽祭」は、11月４日（金）に本祭準備お

よび前夜祭、５日（土）に一般公開の本祭が行われまし

た。本年度は年度当初からエコキャップの資源還元（約

150㎏）や学生教職員による熊本地震の募金活動、献血

の功労による厚生労働大臣からの表彰など、社会奉仕活

動が顕著でした。その流れを受け、磐陽祭のテーマを「３

Ｒ－捨てるのは君の羞恥心だけ－」と題し、ゴミを徹底

して分別し資源への再利用に回したり、家庭の物を持ち

寄りバザーを行い、その益金（38,270円）をいわき市社

会福祉協議会を通して募金するなど、これまでになかっ

た社会奉仕的な磐陽祭となりました。今年はゲストの招

聘をせず、仮装のど自慢コンテストや宝探しなどの自前

の企画をして、学生や一般来場者の皆様にも楽しんでい

ただけるものとなりました。同時にオープンキャンパス

として各専門学科、専攻科、センターを公開し、楽しみ

ながら高専の学術分野についても広く知っていただくこ

とができ、活気のある磐陽祭となりました。

　今年も無事に磐陽祭を開催できましたのは、保護者の

皆様、近隣地域の方々、関係機関の皆様のご理解、ご協

力によるものです。心より御礼申し上げます。

　今年の磐陽祭のテーマは、“３Ｒ（Reuse Reduce 

Recycle）”をテーマとし、どのようにして磐陽祭で３R

の要素を入れようか、実行委員で様々な案を出し合い、

準備を進めてきました。

　前夜祭では、各学科が出し物に向けて毎日練習してい

る姿が見受けられ、本番ではどの学科もクラスの個性を

発揮し、とても楽しいものでした。女装コンテストも行

われ、こちらも非常に盛り上がったものになりました。

　本祭では、マンネリ化した磐陽祭を変えるべく、今ま

でになかった企画として高専バザーを行いました。また

ゲストを呼ばず、学生たちで盛り上げたカラオケのど自

慢大会をやりました。また、会場にゴミを複数に分別す

るゴミ箱を設置し、テーマである３Ｒに沿った企画とし

て一番力を入れたところだったと思います。

　今回は実行委員長として、磐陽祭に参加しました。役

員同士力を合わせて終始楽しく成し遂げることができ、

磐陽祭が終わった後の達成感はすごかったです。磐陽祭

は様々な方のご協力があったからこそ開催できたもので

す。実行委員会一同心より御礼申し上げます。

磐　陽　祭
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　平成28年10月８日（土）、９日（日）の両日、伊

勢市観光文化会館にて第27回全国高専プログラミン

クコンテストが開催されました。本校は競技部門の

パズルゲーム対抗戦に出場しました。まず一枚の木

板が様々な形に切り取られ、30個程度の細かい部品

にされます。チームで手分けをして、細かい部品を

元の板に戻します。より多くの部品をできるだけ速

く元の木版に復元できたチームが勝利となります。

正確に復元するために各チームが独自のコンピュー

タプログラムシステムを作成して競い合うゲームに

なることが想定されましたが、結局は人間がその場

で見て判断して元に戻したほうが早かったようで、

コンピュータをあまり活用しないチームの方が上位

に上がっていました。本校は一回戦を勝ち抜いたも

のの、準決勝では成績を伸ばすことができず敗退と

いう結果でした。応援してくださった皆様には御礼

を申し上げます。

全国高専プログラミングコンテスト参加報告
プログラミングコンテスト指導教員　小泉　康一

　平成28年11月20日（日）、両国国技館にて全国高専

ロボコン2016が開催されました。本大会の競技課題

は、ロボットが接地してはいけないゾーンや障害物

を越え、高さ700mmのステージ（丘）の上にプラスチッ

ク段ボールでできたブロックをより高く積むという

ものでした。

　大会には福島高専Ａチームが制作したロボット「Ｔ

Ｂ©」が出場しました。我々のチームは３台のロボッ

トで構成されており、それぞれのロボットには主に

ブロックの取得、運搬および積み上げの役割があり

ます。これらのロボットが協力してブロックを運び，丘の上に高く積むことができます。私たちのチームは、

高専の体育館で何度も練習と改良を繰り返してきました。しかし、初戦にて本大会で準優勝した大分高専にあ

たり惜敗しました。

　ここまでロボットの製作を続けてくることが

できたのも、支援してくださった保護者の皆様、

学校関係の方々、そして大会を運営してくだ

さった方々のおかげです。この場を借りてお礼

を申し上げます。私は今年で卒業となりますが、

来年度は「高専ロボコン30週年」という記念す

る年となります。後輩達には、私たち以上に頑

張って貰いたいです。

　

学生代表　鳥羽　祐丘

全国高専ロボットコンテスト出場報告
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　平成28年12月17日（土）～ 18日（日）に高知市にお

いて，高専デザコン2016 in Kochiが開催されました。

　今回の構造デザイン部門は前回同様，銅線を材料とした

メタルブリッジがテーマでした。長さ1mの橋梁模型をつ

くり，強さ・軽さ・美しさの観点で各チームが競い合いま

した。本校から2チームが出場し，結果は60チーム中35

位と48位でした。上位入賞は果たせませんでしたが，本

科1・2年生のみで編成したチームも健闘したことは収穫

となりました。

　空間デザイン部門では「あたりまえをReスタート」と

いうテーマについて，建設環境工学科

の5年生5名が共同で，「足湯でまちも

心も身体もぽっかぽっかにすっぺ」と

いう作品を考案・製作して応募しまし

たが，残念ながら予選を通過すること

ができませんでした。

　いずれの部門も，次回の巻き返しに

期待したいと思います。

全国高専デザインコンペティション参加報告
デザインコンペティション指導教員　齊藤　充弘・加村　晃良

　10月15日に鶴岡メタボロームキャンパスにて、東北地

区の英語スピーチコンテストが開催されました。本校から

は、３年コミュニケーション情報学科の猪俣未来さんと、

２年コミュニケーション情報学科の石島雫さんが参加しま

した。猪俣さんはDreamという題で、自分で表現する人

間になりたいことを、きれいで、聞きやすい発音で、元気

よく発表しました。石島さんは、真面目な人柄そのままに

My Future Destination 

というタイトルで夢を語りま

した。二人とも奮闘しましたが、猪俣さんが３位という結果になりました。東北

地区からの全国大会出場枠が２名ですので、惜しい結果

となりました。英語プレゼンテーションコンテストには、

プレゼンテーション部とスピーチ部があり、プレゼンテー

ション部は３名で１チーム、スピーチ部は１名での発表

となります。今年度は残念ながら、どちらも全国大会に

出場できませんでしたが、来年度に向けて学生達には頑

張ってもらいたいと願っています。

第10回東北地区工業高等専門学校
英語スピーチコンテスト報告

英語プレゼンテーションコンテスト指導教員　加藤　明子・石原　万里
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学生の活躍 － クラブ活動等の結果 －

 体 育 部
◎平成28年度福島県高等学校新人体育大会 県大会
■バレーボール部（男子） 

２回戦敗退
■ソフトテニス部（男子）    
　団体戦	 ２回戦敗退
　個人戦		 	伊藤　隆也（2E）	
	 	 	猪狩　智也（2K）	 ２回戦敗退
　　〃	 	 	湯澤　亮介（2E）		
	 	 	新妻　佳祐（1E）	 １回戦敗退
■ソフトテニス部（女子）    
　団体戦	 １回戦敗退
　個人戦		 	福田　七唯（2I）		
　　〃	 	 	青木麻里乃（2K）	 ２回戦敗退
■卓球部（男子）    
　団体戦		 	 	 ベスト８
　ダブルス	 	谷本　純一（2E）		
	 	 	山本　崇史（2K）	 ベスト８
　シングルス	 	谷本　純一（2E）	 ベスト16
■卓球部（女子）    
　団体戦		 	 	 ベスト８
　ダブルス	 	岡部あゆみ（2I）		
	 	 	鈴木　梨恵（2K）		 ベスト16
　シングルス	 	岡部あゆみ（2I）		 ベスト８
　　　〃		 	鈴木　梨恵（2K）		 ベスト16
■バドミントン（男子）    
　団体戦		 	 	 ２回戦敗退
　ダブルス	 	川音　裕也（2M）		
	 	 	門馬　捷太（2M）	 １回戦敗退
　　	〃	 	 	吉田　　索（2M）		
	 	 	栗木　智哉（2M）	 ２回戦敗退
　シングルス	 	川音　裕也（2M）	 ２回戦敗退
　　	〃	 	 	吉田　　索（2M）	 ３回戦敗退
　　	〃	 	 	門馬　捷太（2M）	 ２回戦敗退
■バドミントン（女子）    
　団体戦		 	 	 ベスト８
　ダブルス	 	菅野　日和（2C）		
	 	 	江尻　彩菜（2I）	 ２回戦敗退
　　	〃	 	 	川音みのり（1B）		
	 	 	大内　梨江（1M）	 ３回戦敗退
　シングルス	 	菅野　日和（2C）	 １回戦敗退
　　	〃	 	 	川音みのり（1B）	 ２回戦敗退
■弓道（男子）    
　個人戦		 	髙橋　晃樹（2K）	 準決勝進出
	 	 	藤澤　　優（2M）	 準決勝進出
■弓道（女子）    
　個人戦		 	松本　佳苗（2I）		 予選敗退
	 	 	佐川菜々香（1B）		 予選敗退
◎第21回東北高校新人陸上競技選手権大会   
　走高飛		 	秋野　　涼（2E）		 第19位
　やり投		 	五十嵐拓海（2E）		 第８位
　棒高跳		 	上圷千華子（2I）		 第１位
◎第71回国民体育大会    
　少年男子Ｂ　	 	 	 	
　走幅跳		 	末永　　淳（1M）	 第４位
　少年女子共通	 	 	 	
　棒高跳		 	上圷千華子（2I）		 第10位
　卓球成年男子団体	 	
	 	 	安齋　正樹（5K）		 1回戦敗退
◎第45回東北学生陸上競技選手権大会   
　400Ｈ	 	 	鈴木　陵太（4E）		 第3位
　三段跳		 	今野　和樹（4K）		 第8位
　やり投		 	渡邉　隆也（5C）		 第4位
　5000ｍ		 	磯上　健太（4M）		 予選敗退
　3000ｍSC	 	磯上　健太（4M）		 予選敗退
◎第10回日本ユース陸上競技選手権大会   
　棒高跳		 	上圷千華子（2I）		 第13位

◎第32回日本ジュニア陸上競技選手権大会   
　200ｍ	 	 	古和口　廉（5K）		 第８位
　400ｍ	 	 	古和口　廉（5K）	 準決勝敗退
◎第40回NHK福島県クラブ対抗ソフトテニス大会  
	 	 	 	 	 予選敗退
◎第43回福島県ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾃﾆｽ選手権大会（ジュニアの部） 
　兼第32回東北ｲﾝﾄﾞｱﾃﾆｽ選手権大会選手選考会   
　男子ダブルス	 	小島　尚樹（2E）		
	 	 	長谷川俊輔（2C）	 １回戦敗退
　　　〃		 	若松　大雅（2E）		
	 	 	宮﨑　　慧（2I）	 １回戦敗退
　女子ダブルス	 	鈴木　琴音（2C）		
	 	 	阿部　優香（2I）	 １回戦敗退
　　　〃		 	小林　夢奈（1C）		
	 	 	小野樹りあ（1C）	 １回戦敗退
◎第36回福島県春季選抜ジュニアシングルテニス選手権大会 
　兼第24回東北春季ジュニアテニス大会予選会  
　男子シングルス		若松　大雅(2E)	 １回戦敗退
◎第29回二本松の菊人形杯卓球大会    
　男子ダブルス	 	佐藤　瑞樹（1CB）	 	
	 	 	桑嶋　　隆（長岡技大･OB）	 第２位
　　　〃	 	 	青木　勇斗（2ES）	 	
	 	 	矢内　智大（5M）	 第３位
　　　〃	 	 	吉田　孝信（3E）		
	 	 	佐々木大翔（3C）	 ベスト８
　　　〃	 	 	加藤　　翔（3E）		
	 	 	鵜沼　大仁（3E）	 １回戦敗退
　一般女子ダブルス		猪狩　栞菜（4I）		
	 	 	高橋　百花（3I）	 第１位
　　　　〃	 	 	佐藤　　泉（4I）		
	 	 	小林　千莉（3K）	 第２位
　29歳以下男子シングルス		矢内　智大（5M）	 第３位
　　　　〃	 	 	加藤　　翔（3E）	 ベスト８
　　　　〃	 	 	吉田　孝信（3E）	 ３回戦敗退
　　　　〃	 	 	鵜沼　大仁（3E）	 予選リーグ敗退
　　　　〃	 	 	佐々木大翔（3C）	 予選リーグ敗退
　29歳以下女子シングルス		佐藤　　泉（4I）	 第２位
　　　　〃	 	 	猪狩　栞菜（4I）	 第３位
　　　　〃	 	 	高橋　百花（3I）	 ベスト８
　　　　〃	 	 	小林　千莉（3K）	 １回戦敗退
◎平成28年度東京卓球選手権大会福島県予選会   
　男子シングルス		谷本　純一（2E）	 ３回戦敗退
　　　　〃	 	 	加藤　　翔（3E）	 予選リーグ敗退
　女子シングルス		高橋　百花（3I）	 ベスト8
　　　　〃	 	 	大浦　　悠（5K）	 ２回戦敗退
　　　　〃	 	 	佐藤　　泉（4I）	 ２回戦敗退
　　　　〃	 	 	猪狩　栞菜（4I）	 １回戦敗退
　　　　〃	 	 	鈴木　梨恵（2K）	 １回戦敗退
　　　　〃	 	 	岡部あゆみ（2I）	 予選リーグ敗退
　女子ダブルス	 	大浦　　悠（5K）		
	 	 	佐藤　　泉（4I）	 ベスト８
　　　	〃	 	 	猪狩　栞菜（4I）		
	 	 	高橋　百花（3I）	 ベスト８
　　　	〃	 	 	岡部あゆみ（2I）		
	 	 	鈴木　梨恵（2K）	 ベスト８
◎平成28年度全日本卓球選手権大会（一般・ジュニアの部）
男子シングルス	 	谷本　純一（2E）	 １回戦敗退
　　　〃	 	 	安齋　正樹（5K）	 １回戦敗退
◎第5回秋期東北地区高専硬式野球交流戦   
　　　　　　仙台高専名取	7-2	福島高専	 	
　　　　　　　　一関高専	9-5	福島高専	 	 	
◎第24回東北高等学校新人水泳競技大会   
　男子	 	 	 	
　200ｍバタフライ	吉田　拓実（2K）	 予選敗退
　200ｍ背泳ぎ	　　	佐々木龍之介（2M）	 予選敗退
　400ｍメドレーリレー(佐々木、脇田、吉田、小林)	 予選敗退
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学生の活躍 － クラブ活動等の結果 －

　100ｍバタフライ	吉田　拓実（2K）	 第６位
　200ｍ平泳ぎ		 	佐々木龍之介（2M）		 予選敗退
　200ｍ自由形		 	池田虎太郎（2I）	 予選敗退
　400フリーリレー	(吉田,池田,佐々木,今野)	 予選敗退
◎東北地区高専新人大会（バスケットボール）   
	 	福島高専	17-35	仙台高専名取		
	 	福島高専	26-32	仙台高専広瀬		 	
	 	福島高専	33-32	一関高専	 	 	

	 	福島高専	８-34	八戸高専	 	 	
	 	福島高専	16-30	秋田高専	 	 	
	 	福島高専	11-31	鶴岡高専	
◎福島県高等学校選抜剣道優勝大会   
　男子団体	 	 	 	 １回戦敗退
◎第53回東北地区高等専門学校体育大会ラグビー競技  
	 	 １回戦敗退

 文 化 部    

■写真部
◎第35回福島県高等学校総合文化祭写真展  
　「発展の立役者達」	 	 	 	
　　　　　　　　　磯上　花音(3I)	 	 優秀賞
　「闇夜照らして明日へ舞う」	 	 	 	
	 	 	今井　志信（3C）		 優秀賞
・いわき街なかコンサート撮影	 実施
・裏磐梯紅葉撮影会	 実施
◎平成28年度いわき地区高等学校写真連盟写真展  
　「踏み出す決意」		 	 	
	 	 	磯上　花音（3I）		 特選
　「発展の立役者」		 	 	
	 	 	磯上　花音（3I）		 準特選
　「闇夜照らして明日へ舞う」	 	 	 	
	 	 	今井　志信（3C）		 準特選
　「凄麗の舞」		 	 	
	 	 	磯上　花音（3I）		 入選
　「Kick'n'Roll」	 	 	 	
	 	 	今井　志信（3C）		 入選
　「孤高なる女王」		 	 	
	 	 	安藤　純奈（3K）		 入選
　「父の写真機に馳せる」	 	 	 	
	 	 	今井　志信（3C）		 佳作
◎第23回東北地区高等専門学校文化部発表会   
写真部門    
　「踏み出す決意」		 	 	
	 	 	磯上　花音（3I）		 特選
　「虚構の電波塔」　	 	 	 	
	 	 	今井　志信（3C）		 入選
　「逃げろ！」		 	 	
	 	 	磯上　花音（3I）		 入選
撮影会    
・冬の裏磐梯撮影会（12月）		 	 	
・第４回全国学生フラ・フェスティバル撮影会（2月）	 	
・冬の会津・裏磐梯撮影会（3月予定）		 	
・タウンマガジンいわき撮影協力	 	 	 	
　２月号（成人式撮影）	 	 	 	
　３月号（サンシャインマラソン撮影）	 	 	
フリーペーパー寄稿    
・フリーペーパー高校生通信Vol6-11「Gallery」連載	 	
写真集    
・第２フラガールズ甲子園アリオス写真展フォトブック発行
・第３フラガールズ甲子園アリオス写真展フォトブック発行
・第４フラガールズ甲子園アリオス写真展フォトブック発行
・第５フラガールズ甲子園アリオス写真展フォトブック発行
・第６回フラガールズ甲子園最優秀校フォトブック発行
・街コン写真展2014	in	Aliosフォトブック発行	
・街コン写真展2015	in	Aliosフォトブック発行	
・街コン写真展2016	in	Aliosフォトブック発行	
・Ｈ28年度いわき地区高等学校写真連盟写真集「写展」vol9　発行
■その他    
◎全国高等専門学校デザインコンペティション2016in Kochi
【構造デザイン部門】	 	 	 	
・チーム１	 	 	 	
作品名「catenaridge」	 	 	 	
　鹿又　善憲・高木　芽依・松崎由季乃	 	
　原田　真衣・草野　泰治・金野　実紗	 第35位

・チーム２	 	 	 	
作品名「COPPER	GO」	 	 	 	
　原田　一宏・飯高　優翔・岩崎　幸乃	 	 	
　佐藤　玄佳		 	 	 第48位
【空間デザイン部門】	 	 	 	
作品名「足湯でまちも心も身体もぽっかぽっかにすっぺ」	
　大浦　　悠・原　　匡彦・山野辺百花
　吉田　大輝・四倉　悠介	 予選敗退
■吹奏楽部    
・第38回定期演奏会	 実施
◎第44回福島県アンサンブルコンテストいわき支部大会 参加
　打楽器四重奏	 	 	 	 銀賞
　クラリネット六重奏	 	 銅賞
■茶華道部    
・いわき学校茶道連盟第41回合同発表会	 参加
■将棋部    
◎第25回全国高等学校将棋新人大会福島県大会   
	 	 	瀧田　大地(2M)	 ２回戦敗退
	 	 	鈴木　涼佑(1C)	 １回戦敗退
■演劇部    
◎第59回いわき地区高等学校演劇コンクール	 参加
■ロボット技術研究会	 	 	 	
◎アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト　
　2016東北地区大会　
・Ａチーム「ＴＢＣ」（Ｃは○囲み）	 	
　鳥羽　祐丘・高橋　諒太・強口　藍子　　　　２回戦敗

退技術賞受賞
	 	 	 	 　　（全国大会出場）
・Ｂチーム「T．T．T」	 	 	 	
　武田　亮完・国井　陽気・花塚　彩乃　　　１回戦敗退
◎アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト　
　2016全国大会　
・Ａチーム「TBC」（Ｃは○囲み）	 	 	
　鳥羽　祐丘・高橋　諒太・強口　藍子　　　１回戦敗退
■ソフトウェア研究会    
◎全国高等専門学校第27回プログラミングコンテスト  
【競技部門】	 	 	 	
チーム名「ももくりさんねんかきはちねん」	 	 	
　大田　晃平(5E)・櫛田　渉(5E)・小助川克也(3E)	 	
	 	 １回戦第5位　準決勝進出
	 	 	 準決勝第10位
■分子生物学愛好会    
◎第９回先端ものづくりチャレンジ2016 in 習志野  
【ロボット競技部門】	 	 	 	
チーム名「堀越くまさんNO2」	 	 	 	
ロボット名「きゃりーペンペン	F」	 	 	 	
　鈴木　琴乃・門井真理乃	 準優勝
■ストリートダンスサークル    
・いわき街なかコンサートinTAIRA2016	 参加
・Dance@live	Rize	東北	 出場
■英語サークル    
◎第10回東北地区高等専門学校英語スピーチコンテスト  
	 	 	猪股　未来（3I）		 出場
	 	 	石島　　雫（2I）	 出場
	 	 	 	 	 （入賞なし）
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第１回廃炉創造ロボコン開催

　文部科学省及び廃止措置人材育成高専等連携協議会（会長：

福島高専校長）が主催する「第１回廃炉創造ロボコン」が12

月３日（土）、日本原子力研究開発機構楢葉遠隔技術開発セ

ンターを会場に開催され、全国の国公立高専から13校15チー

ムが参加しました。各チームとも工夫を凝らしたロボットを

製作し、原子炉建屋内を想定したフィールドで競技に臨みま

した。

　福島高専チームのロボット「Hairon（ハイロン）」は、５kg

の荷物を載せて階段を上る課題に挑みましたが、学校の階段

よりも急勾配な階段に苦戦し、思うような結果を残せないま

まタイムアップとなりまし

た。しかし、メインクロー

ラーとサブクローラーを組

み合わせたアイディアが高

く評価され、特別賞であ

る「株式会社アトックス賞」

を受賞することができまし

た。

　廃炉創造ロボコンは平成

29年12月16日（土）に第２回

の開催を予定しています。

（OECD/NEA）ウィリアム・マグウッド事務局長が福島高専を視察

　経済協力開発機構／原子力機関（OECD／NEA）ウィリアム・マグウッド事務局長は，12月２日，本校を視察しました。

　当日は、中村校長から本校の概要説明、廃炉人材育成事業実施担当教員から事業概要と進捗状況について説明が

あり、学生からは同事業に係るグローバル化の推進で実施された海外原子力関連施設の実地視察の報告も行われま

した。

　また、来年４月に原子力関連企業等に就職が内定している学生等との懇談が行われ、同事務局長からは学生へ、激

励の言葉がかけられました。

　また、午後からは，翌３日に楢葉町の日本原子力研究開発機構楢葉遠隔技術開発センターで開催する「第１回廃炉

創造ロボコン」の会場を訪れ，各高専の参加ロボットのテストランを見学するとともに選手達を激励しました。　

TOPICS

開会式の様子

表彰を受ける福島高専チーム

参加者との集合写真 学生との懇談の様子

競技フィールドの「モックアップ階段」
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中学生対象「わくわく体験授業」の実施
男女共同参画・キャリア教育支援室　男女共同参画担当責任者　山田 貴浩（電気工学科）

　今年度の「わくわく体験授業」が10月８日（土）と10日（月）の

２日間で開催されました。これまで女子中学生を対象としたもので

したが，今回から男子中学生も参加できるようになりました。参加

者は１日目が37名（男子15名・女子22名），２日目が40名（男子22名・

女子18名）でした。今回開講した授業は以下の通りです。

　１日目

　・英語（市川先生）「洋楽を聴いて英語を学ぼう!」

　・物質工学（押手先生）「化学技術を使って物質を分けてみよう!! 

　　～物質分離の基礎～」

　・機械工学（鈴木先生）「鋳造でキーホルダーを作ってみよう!!」

　２日目

　・ビジネスコミュニケーション学（芥川先生・エリカ先生）「Couch potato English」

　・電気工学（植先生・豊島先生）「回路をつないで楽器をつくる ～カンタン電子楽器製作～」

　・建設環境工学（髙荒先生）「水って，たいせつ！」

　各授業では担当教員が準備した特徴ある授業が展開され，在学生も補助員として活躍しました。参加者へのアン

ケートの結果では全員が「受けて良かった」と答え，いずれの授業も好評でした。

「キャリアCafé」の開催

　「キャリアCafé」とは、学生が地元企業の企業活

動だけでなく実際の仕事内容や就職、インターン

シップに対する不安などについて気軽に相談出来る

機会になっています。そのため、地元企業の主に若

手社員の方にご協力頂き、写真のような本校学生が

気楽に交流できるような雰囲気を創ることに努めて

います。今年度は計４回開催し、各回とも福島高専

協力会会員企業を中心として毎回約10社にご参加頂

き，学生も20人程度参加しました。平成29年度以降

も引き続き「キャリアCafé」の開催を予定していま

す。

　「キャリアCafé」は、ＣＯＣ+事業「ふくしまの未

来を担う地域循環型人材育成の展開」の一環として

福島高専のオリジナルの取組みとして実施しているものです。具体的には，東日本大震災及び原子力災害からの復

興に取り組む福島県において，地域復興の担い手となる若者の地元就職率向上および新規産業の振興による雇用拡

大を目標としています。
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TOPICS
原子力規制庁・原子力規制人材育成事業を開始

　同事業は、放射能汚染からの地域の環境回復や放射性廃棄物の処理・処

分が福島県の重要な課題となっていることから、高専の準学士課程・専攻

科課程の７年間にわたる教育プログラムを構築して人材育成を実施するも

ので、これによって、原子力発電所事故による放射能汚染からの地域の環

境を回復するという地域課題に取り組み、環境モニタリングや環境放射能

量の低減化手法などの知識や技術を修得して、地域の環境回復に貢献する

とともに、放射線利用における安全性に配慮できる人材の育成を目的とし

て、今後５年間継続されます。

　この事業のキックオフフォーラムを一般市民、企業関係者、本校学生及

び教職員約80名が参加し、１月16日（月）に本校において、開催しました。フォーラムでは、中村校長から主催者挨拶、

実施責任者の原田副校長から事業内容紹介があった後、福島県環境創造センター 副所長佐藤弘美氏、日本原子力研

究開発機構福島環境安全センター長宮原要氏、国立環境研究所福島支部研究グループ長林誠二氏から事業に関連す

る講演が行われ、それぞれに活発な質疑応答が行われました。

　今後、数十年以上かかると言われている地域の環境回復に向け、同事業の成果が期待されます。

専攻科特別研究公開発表会

　専攻科特別研究公開発表会が３月７日に地域フォーラム

第１部として、いわき市生涯学習プラザで、企業や市民、

本校教職員の参加を受けて開催されました。この発表会は、

専攻科修了の総まとめとして取り組んできた特別研究の成

果をひろく地域の方々に知ってもらう目的で開催している

ものであり、当日は44名の専攻科２年生がポスターを用い

た発表を行いました。

　学生は普段から、学内での発表や学外の学会等での発表

などの機会を利用してそれぞれの専門分野の研究成果を

紹介していますが、今回の発表会では一般の方にも平易で

わかりやすく説明する必要があり、これまでとは多少雰囲

気が異なる中での発表体験になったのではないかと思いま

す。高専生活最後のプレゼンテーションとしてそれぞれに７年間の思いを込めた発表でした。

　第３部の交流会では、ビジネスコミュニケーション学専攻２年の神尾　真さんのプレゼンテーション「日本の電

力政策の一考察」に対して、中村校長先生から優秀ポスター賞が贈呈されました。

福島浜通りグローカル人材育成事業事後報告会

　平成28年度留学生13名の内、７月～10月までに留学を終えた12名が帰国し、

それに伴い11月12日（土）産業創造館ラトブで事後報告会を開催いたしました。

参加者は福島浜通りグローカル人材育成事業推進協議会員及び同運営委員・

留学生のインターンシップにご協力いただいた企業関係者・ご寄附をいただ

いた企業の皆様・日本学生支援機構トビタテ!留学JAPAN地域人材コース担当

者及び次年度留学を希望する学生の計60名ほどの参加がありました。

　留学生は事前インターンシップ及び留学して学んだこと、つらかったこと

等を発表して、その

後参加者から質問を

いいただき、和やか

なうちに終了しまし

た。
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退職者ご挨拶

　一般教科　磯上　慎二

　これまで７年間、大変お世話になり

ました。教職員の皆様のおかげでかけ

がえのない多くの経験をさせて頂きま

した。また学生に教える立場でありが

なら、実は教わっていた事の方が多

かった気もしています。心より感謝申

　一般教科

カーン　ムハマド　アジマル
  My dear students and teachers, as you 
know that I will join Riken on April 01, 2017 
and will start new research on the growth 
and characterization of Deep Ultraviolet 
InAlGaN Light Emitting Diodes. Thanks 
to Iwaki and especially to Fukushima 

建設環境工学科　山ノ内正司

　私の小学校時代の憧れは大工さん

だった。あの「シューッ」というカン

ナ掛けの音がなんとも言えなかった。

中学３年の時、担任の先生に高専を勧

められ、大工に最も近いのは土木工学

科だろう、と迷わず志望学科を決めた。

一般教科　市川　　誠

　この度、いわきを離れ、北海道山

越郡長万部町にある東京理科大学基礎

工学部長万部校舎に移籍することにな

りました。長万部キャンパスは、基礎

工学部の１年生が学ぶ東京理科大学唯

一の全寮制キャンパスです。

　事務部長　堀川　俊行

　平成26年４月、縁あって福島高専に

参りまして早３年が経過しようとして

います。この間、仕事として特に印象

に残ったことは、平成28年４月からの

コミュニケーション情報学科、平成29

年４月からの工学系４学科の改組に

し上げます。

　私はこの４月から、国立研究開発法人物質・材料研究機構、

磁性・スピントロニクス材料研究拠点に着任します。福島

高専から頂いた貴重な経験を原動力としてイノベーション

の追求をしてまいります。

　最後になりましたが、皆様のご健勝と福島高専のますま

すのご発展を祈念しております。本当にありがとうござい

ました。

Kosen for being kind and for being supportive during my stay as an 
associate professor. I had a great experience during the teaching 
of Technical English to my students of business communication, 
Engineers, Scientists and social scientists at Fukushima Kosen. We 
need a strong communication among the English teaching staff to 
make a good English teaching team for the engineers and social 
scientists of Fukushima Kosen. In order to enhance and promote the 
English communication skills of the students, we need to develop 
some platform for practical English learning using e-learning 
resources like BBC Learning English, NHK world and BBC news. 
I humbly present few important suggestions to further improve the 
English communication skills of the students for preparedness of 
global communication: One teacher from each Civil, Mechanical, 
Electrical, Business Communication and Chemistry to work with one 
professor from the Global English Communication project team and 
then to organize a mini English conference at Kosen once a year for 
4th grade and 5th grade students of all technologies and disciplines. 
We need to give some rewarding grade or 15% marks as a reward 
plus some awards to encourage the English speaking students, 
after their successful power point preparation. Secondly, we need 
to support English Café for better communication and it should be 
equipping with 10 to 15 % marks to ensure their participation in the 
practical English learning.
  I am also very thankful to the JINJI office as well as International 
affairs division of NIT-FC for their incredible help and support. I am 
also very thankful to all teachers and students, who put up with my 
poor Japanese language skills.
  Last but not least, here I would like to quote few motivational words 
for my students, “In life, NO ONE and NOTHING will help you until 
you start helping YOURSELF. Time can be either your best friend or 
your worst enemy depending on whether you use it or you waste it.” 
I wish you all a successful and healthy life in your future endeavors.

かなりピント外れの志望動機だったが、土木工学科４回生

として入学した。これが私と福島高専との出会いであった。

他学科の友人から「土木屋さん」と呼ばれるのが不思議と

心地よかった。

　高専生活５年の後、大学編入学、大学院と進み、マスター

２年の時、恩師の志賀宣郎先生から母校教員の話があり、

教員生活が始まったのが、昭和54年。以来、38年が過ぎた。

夜遅くまで卒業研究の実験や解析をやったり、担任として

クラス学生との交流を深めたり、そしてサッカー部員とは、

ゴールを決めては喜んで、負けて悔し涙を流したり、この

ような学生さんたちと同じ時間を同じ気持で過ごせた喜び

が、38年の教員生活を支えていた。大工さんでもなく、土

木屋さんでもなく、高専教員が天職だったのかもしれない。

　この３月で定年という一つの区切りを迎えるが、あと２

年、もう少し人づくりのお手伝いをさせて頂くことになっ

ている。

　東日本大震災から約１年経過した2012年4月から2017年３

月までの５年間、福島高専でいろいろな経験を積むことが

できました。福島高専の経験を新天地でも活かして行きた

いと思います。５年間本当にありがとうございました。

携わったことです。周知のとおり、高専は国内のみならず、

国外からも高い評価を得ています。このような状況の中、

これまでの福島高専の実績を踏まえて、将来を担う人材の

育成のために、教育の根幹を成す学科の名称を改めるとと

もに、教育内容の高度化を図るものとなっています。教職

員と学生の皆さんが一丸となって改組の目的を達せられる

よう期待をしています。

　最後になりますが、福島高専の勤務をもって定年を迎え

ます。この間、多くの人と出会い、その方々から数々の人

の教えを頂きました。これらの事を財産として、第二の人

生を歩んで行きたいと思います。お世話になりました教職

員の皆様、構内ですれ違った際にあいさつを交わしてくれ

た学生の皆さんに、この場をお借りして、改めまして御礼

を申し上げます。

　追伸：本校では、「いわきから世界に活躍するイノベーショ

ン人材を育てる」をスローガンに掲げています。つくばから、

学生の皆さんの飛躍を祈っています。
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新任教職員紹介

一般教科

ニコラス　アンドリュー　
アイビンズ

　本年１月１日付けで一般教科(英

語)に着任しましたNicholas Ivinsで

す。Please call me Nick!　

　私はイギリスのバーミンガム出身

物質工学科　十亀　陽一郎

　昨年11月１日付で本校物質工学科

に着任しました十亀陽一郎と申しま

す。様々な活動を通じて少しでも皆

さんの力になれればと思っていま

す。宜しくお願い致します。

　私は、これまで、生物の環境スト

　総務課調達係　石川　裕麻

　昨年11月１日付で総務課調達係に

着任しました石川裕麻と申します。

　秋田県の大曲出身で大学卒業後は

いわき市内の会計事務所で「経理」

や「中小企業の経営コンサルティン

グ」に従事してきました。いわきで

　物質工学科　佐藤　佳子

　この度、海洋研究開発機構より、

１月から赴任して参りました佐藤佳

子と申します。研究生活に入ってす

でに四半世紀を過ぎ、新たに出身地

の郡山に近い福島高専での教育研究

の機会を得ました。教職も16年ぶり

です。日本に来てから30年経ちました。その間にいろん

な業界で仕事をしてきました。趣味はきのこと天文学と

地質学なので高専で様々な研究ができると思います。

　今回、Global Kosenになった本校で日本一英語の勉強

が出来るだけではなく日本一英語が話せる(生徒、先生、

Everybody!) 学校作りを目指したいと思います。どうぞ

よろしくお願いします。

レスに対する耐性機構の研究を行ってきました。福島高

専は、実験設備が大変充実しており、研究分野も多岐に

渡ります。この特色を生かし、学生の皆さん、様々な研

究分野の先生方、地域の方々と協力して、何か面白いこ

とを見つけて追求したいと思っています。

の生活は今年で９年目になりますが、お世話になったこ

の地に対して人材育成という観点から貢献したいと考え

ています。まだまだ未熟な点ばかりですが、学生や教職

員の方との出会い・繋がりを大切にし、日々自己研鑽に

励んでまいります。今後もどうぞよろしくお願い致しま

す。
　

でありますため、多少のブランクがありますが、研究所

でも共同研究で学生さん達の研究指導をして参りまし

た。専門は、質量分析技術を用いた同位体地球化学～環

境科学ですので、工学系の先生方や学生さんとの異文化

コミュニケーションも含め、教育研究を進めていきたい

と存じます。どうぞ宜しくお願い致します。　

退職者紹介

氏 名 所属・職名 新 任 地

櫻井　重範 総務課 課長補佐（財務担当） 茨城大学工学部事務長補佐

川崎　修平 総務課 施設管理係長 東北大学病院 施設企画室 営繕係長

氏　　　名 所属・職名

小澤　里美 総務課 調達係

金成　郁美 総務課 調達係
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工学系４学科の改組（名称変更）について
　平成29年４月に工学系４学科をそれぞれ改組（名称変更）して、イノベーション・コースト構想（東日本大震災

からの復興、廃炉等）への対応、世界に活躍するグローバル人材の育成、創意工夫ができるイノベーション人材の

育成を行います。これは、平成27年度の３専攻から２専攻多コース制への専攻科改組、平成28年度のコミュニケーショ

ン情報学科のビジネスコミュニケーション学科への改組に続くもので、社会環境の変化、社会及び学生のニーズの

変化に対応した切れ目ない改革を行うことを目的としています。

特　徴

　それぞれの新しい学科は、２系列を有するものになっております。ここでいう系列は、一般のコース

制とは異なり、そこに所属するのではなく、取得する科目群によって分類されるもので、専門基礎科目

を重視しつつも、学生が主体的に選択できる科目を増やし、キャリアパスをデザインできるSelf Career 

Design制度を全学科に導入します。

各学科紹介

機械システム工学科
機械工学の専門知識を持って他分野の技術も取り入れることで、高度化するシステムに対処し、常に発展する新

しいモノづくりを担うことができる機械技術者の育成を目指します。

電気電子システム工学科
電気・電子・情報の技術を応用することでシステムを構築し、産業界の多様な問題を解決できるクリエイティブ

な技術者の育成を目指します。

化学・バイオ工学科
持続可能な社会を実現するために、物理化学、無機化学、分析化学、有機化学、生物化学、化学工学などの専門

分野の基礎知識を身につけ、化学製品、材料、食品など物質生産の分野において幅広く活躍できる化学技術者の

育成を目指します。

都市システム工学科
持続可能な建設技術を基礎に、社会基盤施設の維持・管理分野や自然災害に対する防災・減災分野で活躍できる

シビルエンジニアの育成を目指します。

機械工学
(学位)

電気電子工学
(学位)

応用化学
(学位)

土木工学
(学位)

経営学
(学位)

国際交流室

入口

地域環境テクノセンター

地域復興支援室

出口

機械システム
工学科

電気電子
システム工学科

化学･バイオ
工学科

都市システム
工学科

ビジネス
コミュニケーション学科

機械システム
工学科

電気電子
システム工学科

化学･バイオ
工学科

都市システム
工学科

ビジネス
コミュニケーション

学科

グローバル化
推進センター

復興人材育成･廃炉人材育成特別科目

アクティブラーニングの拡充

グローバル化～英語の遍在化～

放送大学との連携

個別指導の徹底

ICTを活用した英会話

留学環境の整備

地域の復興に関連した
科目の提供

復 興 人 材 育 成 特 別 プ ロ グ ラ ム

生産技術系列
エネルギー技術系列

の2系列

生産技術系列､
エネルギー技術系列

の2系列

電力システム系列､
電子システム系列

の2系列

環境マテリアル系列､
アグリ･バイオ系列

の2系列

都市基盤系列､
防災･減災系列
の2系列

Self Career Design 制度 Self Career Design 制度

ビジネスコミュニ
ケーション学コース

ビジネスコミュニ
ケーション学専攻

専
攻
科

本

　科

人文､数理､語学､経営､
経済､情報､会計の７系列

廃止措置研究･
人材育成推進室

拡充

拡充

発展･拡充

モノづくり教育研究
支援センター

7年一貫教育環境の整備

平成29年度
改組

平成28年度
改組

平成27年度
改組生産･情報システム

工学コース
エネルギーシステム

工学コース
化学･バイオ
工学コース

社会環境システム
工学コース

産 業 技 術 シ ス テ ム 工 学 専 攻
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　高等学校等就学支援金制度とは、家庭の状況にかかわらず、

全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込める社会をつ

くるため、国の費用により、生徒の授業料に充てる高等学校等

就学支援金を支給し、家庭の教育費負担を軽減するものです。

　国立高等専門学校（第１学年～第３学年）も就学支援金制度

の対象となっており、月額9,900円（年額118,800円）の就学支

援金が支給されますが、平成26年４月の入学者からは所得制限

を設けた新制度が実施されております。

　支給期間は原則として通算36月となっております。また、保

護者の所得に応じて一定額が加算される加算支給制度もありま

す。

　なお、就学支援金は市町村民税所得割額を基準に支給される

ため、保護者等の失職、倒産等家計急変したときにすぐ反映さ

れない場合があります。その場合、就学支援金制度とは別に、「家

計急変支援金制度」の対象となる場合がありますので、詳しく

は学生課学生支援係にお問い合わせ下さい。

　授業料の免除は、経済的理由により授業料の納付が困難であり、か

つ学業優秀と認められる場合に、前期・後期ごとに本人の申請（前期

の授業料の免除申請の際に併せて、後期の申請も可能です。）に基づ

き選考のうえ、授業料の全額又は半額を免除する制度です。選考は免

除選考基準により、家計・学力・人物について学生委員会で審議します。

　経済的理由による授業料免除の対象となるのは、４年生・５年生・

専攻科生となります。

　３年生以下につきましては、左記の高等学校等就学支援金制度が適

用されるため、経済的理由による授業料免除の対象とはなりません。

（ただし、授業料の各期の納付期限前６月以内の学資負担者死亡等、

特別な事情が発生した場合は、例外的に授業料免除の対象となること

があります。）

　経済的理由による授業料免除の申請時期は、前期分は３月下旬、後

期分は９月中旬となっておりますが、事前の説明会で免除申請用紙を

配付し、併せて申込み締切り日についてお知らせします。なお、説明

会の日程については、掲示・放送および学級担任・専攻科コース長か

らお知らせします。

奨学制度・授業料免除制度・高等学校等就学支援金についてのお問い合わせは　学生課学生支援係まで TEL ０２４６-４６-０７３６

高等学校等就学支援金 授業料免除制度

　 編  集  後  記
　学校だより102号が発刊となります。お忙しい中、一方的なお願いも聞き入れてくださ
り、原稿を寄せてくださった多くの皆様に感謝いたします。編集を終えて、ほっと一息つい
ています。それにしても学校だよりに写っている学生の写真はいずれも楽しそうです。本校
での学生生活に満足して巣立ってくれたのでしょうか。学生生活がそれぞれの人生におい
て良き思い出となってくれることを期待したいです。　　　　　　広報委員長　原田正光

平成29年度　行　事　予　定 （前　期）

５月
８日（月）～12日（金）　

　　　　　　専攻科推薦入試願書受付

10日（水）　 後援会総会・学級懇談会・寮保護者個 

　　　　　　別面談会

20日（土）　 専攻科推薦入試

22日（月）～６月２日（金）　

　　　　　　前期中間試験期間

25日（木）　 共通科目試験日

31日（水）　 共通科目試験日

４月
３日（月）   開寮（13:00）

４日（火）　 入学式（本科・専攻科・編入学生）

　　　　　　新入寮生歓迎夕食会

５日（水）　 始業式

　　　　　　新入生オリエンテーション

　　　　　　専攻科ガイダンス

　　　　　　交通安全教室（１年）

６日（木）　 前期授業開始

12日（水）　 全校・校外清掃日、寮防災訓練（１年）

19日（水）　 基礎学力標準試験（化学）（工学系４学 

　　　　　　科の３年生対象）

20日（木）　 定期健康診断（臨時休講）

22日（土）　 新入寮生歓迎行事

27日（木）　 開校記念日

29日（土）　 公開授業

８月
２日（水）　 集会、教室整備

２日（水）～４日（金）　

　　　　　　編入学（学力）願書受付

４日（金）　 補講日、体験入学準備日

５日（土）～６日（日）　

　　　　　　体験入学

９日（水）　 寮大掃除

９日（水）～９月25日（月）　

　　　　　　夏季休業

10日（木）　 閉寮（10:00）

11日（金）～16日（水）　

            学校閉鎖

17日（木）　 開寮

９月
５日（火）　 編入学試験（学力）

26日（火）　 ミニ研究準備・発表会

27日（水）　 集会、寮防災訓練、専攻科集会

28日（木）　 ＴＯＥＩＣ－ＩＰ試験（４年）

29日（金）　 校内体育大会

６月
５日（月）～９日（金）　

　　　　　　専攻科学力入試願書受付

14日（水）　 学級委員長との懇談会

17日（土）　 専攻科学力入試

30日（金）～７月２日（日）　

　　　　　　東北地区高専体育大会

７月
３日（月）　 学生臨時休業　

５日（水）　 交通安全教室（３年）

12日（水）　 消費生活安全教室（５年）

12日（水）～14日（金）　

　　　　　　編入学（推薦）願書受付

19日（水）　 インターンシップ事前指導会（４年）

22日（土）　 編入学試験（推薦）

25日（火）～31日（月）　

　　　　　　前期期末試験


